
令和４年度　学校評価表

学校評価の流れ（※令和４年度の学校評価が令和５年度および令和６年度の教育活動につながる部分のみ表記しています。）

校区教育協働委員会

品川区立戸越台中学校 校長 栢之間　晃

戸越台中学校校区教育協働委員会 委員長 上野目　浩一

　校区教育協働委員会は、品川区校区教育協働委員会設置要綱（改正  令和４年３月２４日 教育長決定 要綱第５号）
に基づき、次に掲げる事項について、学校評価を行っています。
　(1) 学力に関すること。
　(2) 人間性や社会性に関すること。
　(3) 体力・健康に関すること。
　(4) いじめ防止の取組に関すること。
　(5) 特色ある教育活動に関すること。

　学校評価を行う際、評価項目ごとに「成果指標」と「取組指標」を設定し、取組状況と取組によって表れた成果に
ついて把握しています。学校評価により浮き彫りになった学校の課題を委員会で共有し、改善策を考えました。
　学校評価の結果を公表するとともに、今年度の取組の見直しや来年度の教育課程の編成に生かしていきます。
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令和４年度　学校評価　品川区立戸越台中学校

評価項目１　学力に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

家庭学習を含めた自主学習（60分以上）の
定着　90％以上

家庭学習を含めた自主学習（60分以上）の定着について、生
徒の肯定的意見は70％だった。　(1学期73%、2学期74％、3学
期64%)

C
○自主学習（30分以上）の定着　93％
　（1学期94％、2学期95％、3学期89％）
→　60分以上の定着を引き続き目指す

・自学ノート、家庭学習、eライブラリの取組推進
・定期考査前の学習計画の指導（年4回）

・教科の課題（宿題）は98％の生徒が提出できており、自主的に学習
に取り組む自学のノートも84％の生徒が１日１ページ以上毎日欠かさ
ず提出できている。一方で、eライブラリなどタブレット端末を使った家
庭学習に30分以上取り組んだ生徒は28％にとどまっている。
・定期考査前の学習計画の指導は年4回実施した。

B

・ノートやワークの課題の提出状況はとてもよい。
・定期考査前の学習に、計画的に取り組んでい
る。
・タブレット端末を使った家庭学習の充実が必要
である。

・単元テストによる学力向上の取組（年10回程度）
・「学習のカルテ」による学習計画の指導

・各教科で単元ごとにテストや振り返りを年10回程度行い、学力向上
の取組を行った。
・生徒の自律的な学習計画である「学習のカルテ」による指導を各教
科で工夫して取り組み始めた。

B
・定期考査以外で定着を確認するチェックを継続
して実施する。
・学習のカルテの活用による、自律した学習指導
を継続して取り組む。

授業改善アンケート「できる」「わかる」95％
以上

「授業が工夫されていて、わかりやすい」について、生徒の肯
定的意見は97％だった。 A ・「わかりやすい授業」（教員主体）から、「自分で

学ぶ授業」（学習者主体）への授業転換が必要

・生徒による授業改善アンケートや「テストを終え
て」を分析し、主体的・対話的で深い学びの実現
に向けた授業改善を行う。

・「テストを終えて」を活用した授業改善について、教員の肯定的意見
は50％にとどまった。
・主体的・対話的で深い学びに向けた授業の実施について、教員の
肯定的意見は79％と向上した。

B
・「テストを終えて」に代わる授業改善方法を検討
・主体的・対話的で深い学びに向けた授業とその
評価について、校内研究を継続する。

学習支援の充実　利用率80％以上
全ての教科で実施したタブレット課題の実施について、生徒の
90％がよく取り組んだと回答した。 A 生徒自身で計画をたてて取り組む課題をタブレッ

ト端末で実施するなど、新たな学習支援が必要

・家庭学習と授業を一体化させた学びのスタイル
におけるタブレット端末の活用推進

・すべての教科でタブレット端末をよく使用しているが、家庭学習と一
体化した学びの実践例を積み重ねる必要がある。 B ・タブレット端末を使った学習者主体の学びのスタ

イルの実現が課題

・自学教室（毎週水曜日、定期考査前、長期休業
中）の利用促進

・参加者人数　1085人（R3　984人、R2　1071人）となり、利用が促進
された。 B ・補充学習から、自ら学ぶ環境の提供へ変換

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

③

重点目標
自ら学び、よく考え、行動できる生徒の育てる基盤となる
「基礎学力の定着」に努める

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

②



令和４年度　学校評価　品川区立戸越台中学校

評価項目２　人間性や社会性に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

基本的な生活習慣を身に付けた、自立した
個の育成　達成率90％以上

多様性を認め、学校の規則を守り生活を送ることができたに
ついて、生徒の肯定的な意見は98％であった。 A 生徒と学校が一体となった校則の見直しを

継続して実施する。

・挨拶、返事、身だしなみ、5分前行動等の基本的
な生活習慣の定着に向けた指導
・お互いが気持ちよく過ごすための「マナーアップ
運動」を年間を通じて実施

・挨拶、服装、言葉遣い、５分前行動などのきまりを守ることについ
て、生徒の95％はよく取り組んだと回答した。
・マナーアップ運動（挨拶推進プロジェクト）の実施により、令和4年度
教育長賞を受賞した。

A
・マナーアップ運動は、生徒の有志が集ま
り、全校生徒の課題の改善につなげる運動
として実施された。今後も継続して実施す
る。

豊かな学校生活への自己有用感の育成　学
校・地域貢献度意識90％以上

委員会、係、実行委員会などの活動に進んで取り組んでいる
について、生徒の肯定的な意見は97％であった。 A 全員が一人一役を務められる機会を設定

し、自己有用感を高める育成を行う。

・委員会、係、実行委員会などを活用した生徒の
主体的な取組の促進

学級の係や当番、各種委員会、実行委員で、自分の役割をしっかり
と果たしたについて、生徒の肯定的な意見が98％であった。 A ・課題発見・課題解決の場を意図的に設定し、責

任感をもたせて取り組ませる。

・市民科の学習活動を中心とした話し合い活動や
発表活動の計画的な導入促進

授業では、話し合いながら整理し、発表するなどの学習活動を行った
について、生徒の肯定的な意見は75％であった。 B ・市民科以外の教科でも協働的な学びを進め、生

徒の資質・能力の向上を目指す。

SNSや情報機器を正しく活用するための正し
いルールやスキルの定着率90％以上

タブレット戸越台ルールやSNS戸越台ルール等を守り、適切に
使用することができたについて、生徒の肯定的な意見は96％
であった。

A
12月に生徒アンケートを実施し、SNSに係る
正しいルールの理解と実践を深めることがで
きた。

・生徒による戸越台SNSルールの更新と家庭の
ルール作りの推進

連休中の課題として、すべての生徒が家庭のルール作りに取り組ん
だ。 B ・上記アンケートの結果を生徒会で検討し、生徒

によるSNSルールの作成を進めていく。

・SNS利用教室等により、SNSを正しく使うスキル
やリスクの理解と実践

・SNS利用教室を全学年で、年に1回実施した。
・SNSトラブルについては、素早い初期対応で適切に解決している。 A ・3学期に学年の実態に応じて外部講師を招聘

し、SNS指導教室を実施した。

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

③

重点目標
社会に通用する・社会に貢献できる生徒の
育成に努める

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①



令和４年度　学校評価　品川区立戸越台中学校

評価項目３　体力・健康に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

保健体育の授業や体育的行事の生徒の運
動意欲の向上90％以上

保健体育の授業や体育的行事の生徒の運動意欲の向上につ
いて、生徒の肯定的な意見が96％だった。 A 体育的行事の種目や授業の内容を工夫し、

運動意欲の向上に努める。

・授業や学校行事を通じ、運動の楽しさや喜びを
味わう活動の促進
・部活動や地域活動等での、主体的な運動の習
慣化の定着

・保健体育の授業や運動会などの学校行事で、意欲的に運動するこ
とができたについて、生徒の肯定的な意見が97％だった。
・部活動や地域のスポーツクラブ等で、意欲的に運動することができ
たについて、生徒の肯定的な意見が88％だった。

A ・部活動の地域移行を進め、生徒が主体的に運
動できる環境を整えていく。

・体力·運動能力,生活·運動能力調査の分析によ
る生徒の課題分析と体力向上の取組の促進

・8年男子以外で区の平均を上回っており、運動能力は比較的高い。
・20mシャトルラン、握力、長座体前屈に課題がある。 B

・体ほぐし（柔軟性）や縄跳び（持久力）の体つくり
運動を保健体育の授業に取り入れ、基礎体力の
向上を図る。

生徒の心を落ち着かせる人間関係づくり　実
感率90％以上

友人、先輩、後輩に対して、仲間と良好な関係を築くために相
手の立場を考えた言動を意識することができたについて、生
徒の肯定的な意見が97％だった。

A
学年や学級における横のつながりと、委員
会や部活動における縦のつながりを大切に
できる心の育成に努める。

・スクールカウンセラーによる第7学年の全員面接
による不適合者の早期発見
・係および委員会、行事の実行委員会等の活動
による良好な人間関係作り

・スクールカウンセラーによる第7学年の全員面接による不適合者の
早期発見を行うことができた。
・学年や学級、部活動で、よい人間関係を築くことができたについて、
生徒の肯定的な意見が99％だった。

A
・スクールカウンセラーによる第7学年の全員面接
や週1回の相談室開室の機会を有効に活用し、
不適合者への早期対応を行う。

・配慮を要する生徒へ、迅速な校内情報共有と外
部連携機関と多角的な対応の実施

・配慮を要する生徒へ、迅速な校内情報共有と外部連携機関と多角
的な対応を実施し、おおむね成果を上げることができた。 B ・軽度な支援を行う対象生徒について、現状把握

と支援策を校内で議論していく。

学校生活の安全対策　満足度90％以上
新型コロナウイルス感染症の対策（検温、手洗い、換気等）に
ついて、感染予防を意識して取り組んでいるについて、生徒の
肯定的な意見は95％だった。

A
生徒が自律的に、感染症対策や交通安全、
避難訓練など、学校生活の安全対策に取り
組めるよう進めていく。

・食物アレルギー確認の毎日実施　エピペン研修
会の年1回実施
・新型コロナウィルス感染症拡大防止の徹底

・食物アレルギーについて、毎朝全体で確認している。エピペン研修
8月に実施した。
・新型コロナウイルス感染症拡大防止に関する品川区ガイドラインに
基づき、適切に実施した。

A
・給食の食物アレルギーについて、全体で起こさ
ないチェック体制を継続して取り組む。
・品川区のガイドラインに基づき、引き続き感染症
対策を実施する。

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

③

重点目標 心身ともに健康な生徒の育成に努める

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①



令和４年度　学校評価　品川区立戸越台中学校

評価項目４　いじめの防止の取組に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

生徒が相談しやすい教育相談体制の充実
満足度80％以上

いじめや自分の悩み、困ったことを先生やスクールカウンセ
ラーに相談できるについて、生徒の肯定的な意見が80％で
あった。

B
朝礼等を利用して、校内の相談体制や外部
の相談先を周知するとともに、利用の記録を
取って分析を行う。

・スクールカウンセラーや教職員等の相談体制の
整備
・スクールカウンセラーと確実な情報共有の促進

・スクールカウンセラーから教職員へ積極的に情報発信、解決策の
提案等が確実になされている。 A

・スクールカウンセラーが得た生徒情報につい
て、SC、生活指導部、管理職で共有し、対応策ま
で検討して対応する。

いじめの未然防止・早期発見対応のための
取組の円滑な運用　早期対応率90％以上

いじめの未然防止・早期発見対応のための取組の円滑な運
用について、早期に取り組むことができている。 A

学期に1回以上のいじめ防止の授業を行い、
いじめの未然防止の取組を計画的に推進す
る。

・iチェックやhyperQUを用いた、よりよい人間関係
作りのための分析　年2回の実施

・iチェックやhyperQUを用いた分析を年2回行い、いじめの未然防止
のための学級経営に生かしている。 B

・人間関係づくりの分析を行い、学年・学級経営
案に反映させ、クラス運営目標などで生徒へ意
識付けを行う。

・生徒の些細な変化やネット上のいじめ等を見出
す、生活アンケートの毎月1回の実施

・生徒・保護者の訴えに迅速で組織的な対応を行い、解決している。
・生活アンケートを毎月1回実施し、いじめの早期発見に努めてい
る。

A
・毎月のアンケートを実施し、結果を生活指導部
で検討し、いじめかどうかの判断と指導方法の方
針を決定する。

個々の生徒の特性の理解と支援　早期対応
率90％以上

専門心理士の巡回相談等を活用し、特別に支援の必要な生
徒を見いだし、早期対応を100％行った。 A

毎週行われる学年会や生活指導部会で生
活面で課題のある生徒を抽出し、校内委員
会等で検討し、全体へ周知する。

・校内委員会や生活指導部会、SC、教育総合支
援センター等との情報共有や早期対応の徹底

・校内委員会や生活指導部会、SC、教育総合支援センター等との情
報共有や早期対応の徹底を確実に行った。 A ・ハーツに生活指導部会に参加を呼びかけ、外

部機関と連携し、多角的な支援策を検討する。

・生徒の困り感の共有と保護者への働きかけ
・特別支援教室との連携推進

・保護者と生徒の困り感を共有し、支援策や外部機関の紹介を適宜
行った。
・特別支援教室に通室する生徒について、毎月校内委員会を実施
し、情報の共有を行った。

B
・特別な支援が必要な生徒については、家庭と連
携を密にし、学校で支援する内容を話し合い、継
続して取り組んでいく。

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

③

重点目標
一人一人を大事にする
未然防止・早期発見・早期対応を目指す

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①



令和４年度　学校評価　品川区立戸越台中学校 公開

評価項目５　（特色ある教育活動に関すること）

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

人と人との関わりによる変容　実感率95％以
上

進路学習を通して、将来の自分の進路や職業、生き方につい
て考え方が深まったについて、生徒の肯定的意見は94％で
あった。

B
・市民科の取組を精選し、系統的にキャリア
教育を進めるが、2学期に集中しているた
め、評価が未確定な状況にある。

・一人一人の特性の把握の徹底と相談体制の再
構築
・幼児、高齢者、職業人等様々な人との関わりか
ら学ぶ教育活動の充実

・スクールカウンセラー相談体制の充実により、年間100件以上の生
徒、保護者の相談を受けた。
・戸越銀座商店街等の職場訪問、戸越特別養護老人ホームによる高
齢者体験、認知症講座を実施し、人と人の関わりについて学んだ。

A
・保護者の相談が昨年度より増加したことから、
お便りや家庭教育学級で、中学生の子育てにつ
いて取り上げる。

行事の取組とポートフォリオの作成による個
人としての変容　実感率90％以上

行事を終えてキャリア・パスポートや感想文で振り返り、自分
の変容を実感したについて、生徒の肯定的意見は92％であっ
た。

A
市民科小中一貫プランに基づいた取組で、
特に学校外のボランティア活動に積極的に
取り組み、貢献力を育成する。

・キャリア・パスポート等の計画的な活用
・市民科小中一貫プランとしての取組の充実

・キャリア・パスポートを計画的に活用したが、行事の活用にとどまっ
た。
・市民科小中一貫プランの取組を意識して、取り組むことができた。

B ・キャリア・パスポートの活用機会を年間5回以上
に設定し、行事以外でも取り組んでいく。

・特別養護老人ホーム・保育園・小学校・地域へ
のボランティア活動の推進

・老人ホームや保育園へ、七夕飾りを贈るなどの交流を行った。
・小学校の運動会ボランティア、地区祭りの吹奏楽部演奏を行った。
・9年生が市民科で、グループ別の地域貢献を実施した。

A
・新型コロナウイルス感染症の拡大による活動の
制限緩和を見据えながら、ボランティア活動や地
域貢献を実施していく。

生徒・保護者の学校生活や行事の充実　満
足度90％以上

中学校生活は満足して楽しく過ごしているについて、生徒の肯
定的な意見は93％、保護者の肯定的な意見は89.6％であっ
た。

A
学校生活や行事の内容について、生徒・保
護者の意見を取り入れながら、今後も満足
度の得られる学校経営を進める。

・学校だよりやHP等による学校情報の積極的な
公開の促進
・生徒および保護者の満足度を把握するための
学校生活・学校行事アンケートの実施

・学校・学年だより、進路だより、部活紹介等をHPで発信した。
・運動会、学習成果発表会アンケートを実施し、保護者の満足度は
ほぼ100％だった。

B
・各種便りやHPによる情報発信を工夫し、より積
極的に学校の「いま」を伝えていく。保護者アン
ケートを工夫して行う。

・教員の教員による服務事故防止の取組　年４回
実施
・教員の年間を通じた服務事故なしの達成

・教員向けの服務事故防止研修を、年３回実施した。
・今年度の教員の服務事故はなかった。 A

・今年度の教職員の服務事故０を達成した。今後
も服務事故防止の意識を高め、服務事故０を継
続する。

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

③

重点目標
キャリア教育の視点からの教育の充実
信頼される学校の推進

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①


